
七戸町地域公共交通会議 平成２１年３月１６日設置

○地域公共交通の課題
・広域路線バスは昼間時の運行本数が少なく、通勤、通学以外に
は利用しづらい
・コミュニティバスは隔日運行のため利用日が限られる
・東北新幹線七戸（仮称）駅における二次交通アクセス確保、情報
提供

○調査の主な内容
・現況交通実態調査（コミュニティバス乗降調査）
・生活交通ニーズ把握調査（町民アンケート調査、病院、高校等ヒ
アリング）

・東北新幹線七戸（仮称）駅における公共交通案内導入可能性調
査（観光地来訪調査、交通事業者、施設アンケート調査等、ワーク
ショップ）

○地域公共交通総合連携計画の構想（予定）
・新たな公共交通システムの導入検討
・東北新幹線七戸（仮称）駅における公共交通案内
（サイン計画、アクセス情報に関する戦略、アクションプランの作成）

○地域公共交通の現況
・東北新幹線（駅：七戸（仮称）駅）
・十和田観光電鉄㈱（路線数：広域5路線）
・七戸町コミュニティバス（路線数：７路線、隔日運行）
・スクールバス

七戸町は、平成２２年１２月に新幹線駅開業が予定され、下北半島、十和田湖、八甲田への交通の起点として期待される地域であるが、広い町内を
効率よく結ぶ公共交通の確保や東北新幹線七戸（仮称）駅における二次交通のアクセス整備、情報提供が課題となっている。そのため、新たな公共
交通システムや東北新幹線七戸（仮称）駅における公共交通案内等の実施により、交通ニーズに対応した持続可能な公共交通を構築するため、平成
２１年度に地域公共交通総合連携計画の策定のための調査を行う。
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